
1 
 

新型コロナウイルスの脳後遺症 

ブレインフォグの診断と治療 

 

女子栄養大学 栄養科学研究所 所長 香川靖雄 

 

 国内で新型コロナウイルスに罹った人は累計で６百万人を超えましたが、たとえ治って

も思考力・集中力が低下し疲労と気分障害を伴うブレインフォグという後遺症が子供を含

む軽症者でも生じる危険があることが大問題となっています(図 1)。世界中の新型コロナウ

イルスに関係するおよそ 20万本もの論文を NHKが人工知能を使って分析したところ、一番

報告が多かったのが脳や神経に関する症状でした。新型コロナウイルスの感染で、入院しな

かった新型コロナ患者でさえ 14%がブレインフォグになるといわれます(1)が、国内累計感

染者全員を対象とした場合、14%は 84 万人という大変な数になります。入院患者の場合で

は、実に 63%が退院半年後に疲労感を残すと報告されています(2)。日本では 80%の国民がワ

クチンを 2 回接種したのですが､第 6 波の初期に既に感染者の大部分は 2 回接種者でした

(図 2)(3)｡感染者が過去最大なので死者数も過去最大､重症者数も第 5 波並みとワクチンの

効果は期待外れです。そして、ワクチン接種患者に対する研究に対する詳細な解析では、発

病後 12 週以降に認知障害と疲労感が発生していた割合はそれぞれ平均で 22%と 32%もある

という報告もあります(図 3)(4)。ブレインフォグは肺炎などと違い、人間の基本的な精神

活動が侵され、社会活動が出来なくなります。これが慢性化すると職場や学校での日常活動

が出来ず、人生を奪う恐れがあります。ブレインフォグに侵された脳をどのように回復させ

るかを調べて栄養の重要性を再確認しましょう。 

 

 

図 1．NHKの番組で AIを使って新型コロナウィルス感染症の症状を解読 
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図 2．新型コロナウィルスワクチン接種後の感染状況 

 

 

図 3．新型コロナウィルス感染後の認知機能障害と疲労感の発生割合 
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ブレインフォグとは何か 

 ブレインフォグは､そのまま訳せば「脳の霧」となり、脳にモヤがかかったように何をす

るにも集中できず、認知機能が障害され、精神的疲労、不安を伴う状態を指します(図 4)｡

ブレインフォグは正式な医学用語の病名ではなく、脳障害の症状として世間で使われてい

る言葉のため、診断名としてブレインフォグの名前がつくことはありません。一寸雲を掴む

ような症状ですから、医学的に明確に捉えてみましょう(図 5)(5)。その症状は大きく A.認

知行動機能の低下と、B.気分の障害である鬱症状と心的外傷後ストレス障害(Post-

Traumatic Stress Disorder: PTSD)に分けられます。Aは何をするにも意欲が出ない、集中

できないという行動機能の低下で、遂行機能障害症候群と言います。目的の事柄を思い出せ

ない、話が判らない、空間の位置が認識できない等は認知機能の低下です。Bは気分が落ち

込んで楽しめないこととならんで、強い疲労感、倦怠感、無気力が特徴です。また心的外傷

後ストレス障害(PTSD)というのは、病気、事故、苦痛等の強いストレスを受けた後で、その

体験が無意識に何度も蘇って苦しむ障害です。これらには個人差があって、図 5 のように

様々な割合で 10 ヵ月以上の長い期間続くことが知られています(5)。仕事をされている方

でブレインフォグの状態になると、折角出勤してもこれらの意欲・行動の障害、思考障害な

どの心身の不調によって、正常の業務が行えなくなります。このような状態を「プレゼンテ

ィズム(疾病就業)」と言います。 

 

 

図 4．「ブレインフォグ」として挙げられる主な症状 
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図 5．新型コロナウィルスへの感染後に発症する認知行動機能低下と鬱症状・PTSD の有病率 

 

ブレインフォグは何故起こる 

 ブレインフォグに罹る前兆は疾患時に頭痛があった人に多く、脳が炎症や自己抗体で侵

されたと考えられます(6)。新型コロナウイルスが脳全体を侵すならば視覚や聴覚も失われ

るはずですが､感染による全身性炎症で侵されやすい前頭葉の数か所に因る症状と考えら

れます。その中でも倦怠感と疲労感は前頭葉の中心溝の前の運動野の付近の症状です(図

6)(7)｡そして自発的に行動を起こそうとする人間らしい最も大事な部分が前頭前野にあり、

これが侵されて遂行機能障害症候群となります(図 6)。さらに無気力と気分の障害は前頭葉

の下の部分が侵された証拠です。この３か所を調べると、γアミノ酪酸 (Gamma-

Aminobutyric Acid: GABA)を神経伝達物質として情報を伝える神経細胞、すなわち GABA 作

動性の神経の傷害であることが判りました(図 6)(7)｡そして、新型コロナウイルスに感染し

て発熱等の全身性の炎症が、これらの侵されやすい神経を傷めると推定されています（図

6）。無論、他の経路も否定された訳ではありません(図 6)。神経細胞の活動を脳波で調べて

みると、ブレインフォグの患者では意欲を担う左側(右利きの人では)の前頭前野から、δ

(デルタ)波という脳の障害を示す脳波が強く出ており、右側や中側頭葉でもδ波が健常者

よりも多いことが知られています(図 7)(5)。さらにα波は安静時に心身をリラックスさせ、

脳の快楽物質エンドルフィンの分泌を高め、免疫力も高める脳波ですが、これを発生してい

る後頭葉、頭頂葉ではブレインフォグの患者ではα波が減っていることが実証されました

(5)。特に心配なのは、ブレインフォグで神経細胞が失われることです。新型コロナ罹患前

後の患者 401 人と対照 384 人の大脳皮質の厚さの変化を対照の脳画像で調べた研究では、
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特に高齢者では意思決定の中枢である眼窩前頭皮質と、記憶中枢の海馬周辺の皮質の減少

が認められました(図 8)(8)。要するに、高齢者では意欲の減退とともに認知症が進むこと

が懸念されるのです。このように脳の細胞まで減ってしまって治療できるのでしょうか？ 

 

 

図 6．新型コロナウィルス感染症の GABA 作動性神経への傷害の可能性 

 

 

図 7．新型コロナウィルス感染症患者と健常者でのα波とδ波の違い 
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図 8．新型コロナウィルス感染患者と対照者での眼窩前頭皮質厚の違い 

 

ブレインフォグの様々な治療 

 治療法の基礎は適正な睡眠､栄養､そして身体活動を維持してストレスを避けることです

(図 9)(9)｡倦怠や疲労を感じたら、普段の仕事であっても決して無理をしないことが大事

です。ワクチン接種で症状が軽減されるという報告もあります。脳には機能の一部が侵さ

れても周囲が代償する可塑性があるので、脳卒中後の失語症や麻痺もリハビリで回復しま

す。同様に集中力回復にもトレーニングが不可欠です｡そして､日本人の新型コロナ感染患

者は買物、調理が困難なために、ビタミンやミネラルが不足しがちなコンビニ食やスーパ

ーの惣菜、冷凍食品、レトルト食品等に頼る傾向があり、大きな問題となっています。ブ

レインフォグ特有の精神的疲労はビタミン・ミネラルなどの栄養を適切に補給することで

回復が可能となります(図 10)(10)。また、枯草菌など数種のプロバイオティクスと胃で消

化されないように、あらかじめ腸溶化処理をしたアミラーゼ、カタラーゼのような酵素類

と、同じく腸溶化処理をした抗ウイルスたんぱく質であるラクトフェリンの混合物を同時

に投与して 14日間で精神的疲労も身体的疲労も軽減するという無作為化対照試験の報告

もあります(図 11)(11)。さらにリハビリテーションの一環として、弱い電流で刺激を与え

ることで脳内のニューロンを興奮させて脳機能を調査する経頭蓋磁気刺激(Transcranial 

Magnetic Stimulation: TMS)を活用して遂行機能､集中力を担うワーキングメモリーの一

時記憶保持能を改善する方法もあります(図 12)(12)｡この新しい技術で脳の GABA作動性神

経への作用が認められています(12)。 
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図 9．ブレインフォグなどの後遺症を回復させるための基本的生活習慣 

 

 

図 10．新型コロナウィルス感染症の後遺症回復に対する栄養素の効果 
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図 11．プロバイオティクスや酵素類、ラクトフェリン投与によるブレインフォグの症状改

善効果 

 

 

図 12．経頭蓋磁気刺激(TMS)によるブレインフォグ治療 

 

おわりに 

今まで未知の新型コロナウイルス感染症に対しては、ブレインフォグを含めた後遺症へ

の対策についても研究なしには対処できません。世界の新型コロナウイルス感染症に対す

る研究論文の数では、残念ながら日本は何と 14位に止まっています。主要先進国では新

しい mRNAワクチン等や治療薬が実用化されて、日本もその恩恵に浴していますが、日本

のワクチンは旧来のたんぱく質抗原に対するもので、しかもまだ実用化できないのはその
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１例です。ただ、折角のワクチンも数か月で感染予防能力が落ち、過去最大の第６波を招

き、現在３回目の接種に続いて４回目の接種も予定されています。 

そこで、女子栄養大学栄養科学研究所では新型コロナウイルスの感染抵抗力を高める日

本食の栄養学的な働きを世界に先駆けて発表し、日本での新型コロナウイルスの人口当た

りの死者が米国の僅か 17分の１である原因の１つに高度肥満の少なさが寄与しているこ

とを明らかにしました(13)。この論文の内容についてはまた回を改めて紹介したいと思い

ますが、食事や身体活動などの健康的な生活習慣を通じて新型コロナウイルスに対する感

染防御能を高めることが、ブレインフォグをはじめとする後遺症、何よりも感染そのもの

を予防する一番安全な方法となります。 
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